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森明雄 ･大洋秀行 ･杉浦秀樹 ･下岡ゆき子 (非常勤研究員)･深谷もえ (大学院生)
高崎山の餌付け集団を対象に継続個体数調査を行い,得られた人口学的基礎資料をもとに人口学的
諸変数を求め,個体群動態の研究を進めている.昨年度に引き続き,出産率と個体群密度,オトナ雌数
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松沢哲郎 ･友永雅己･田中正之 ･松林清明1)･後藤俊二l)･鈴木樹理 1)･
熊崎清則l)･前田典彦l)･加藤朗野1)･山内志乃 1)･南雲純治2)･落合知美 3)･






武田庄平 (東京農工大),小椋たみ子 (神戸大),岡本早苗 (名古屋大),伊村知子 (関学大),魚住みど
り (慶応大).また,NHK (アニカ･プロダクション),中京TVと共同して,知識 ･技術の社会的伝
播の研究に関して継続投影するとともに映像記録をまとめた.
B)チンパンジーの認知発達研究
. 友永雅己 ･田中正之 ･松沢哲郎 ･林美里 (大学院生)･上野有理 (大学院生)
チンパンジーの乳児 3個体を対象として,チンパンジーの認知発達の研究を総合的におこなった.
3歳齢から4歳齢にかけての 1年間において,コンピュータ課題や対象操作課題など各種認知課題の導
入を行った.単純な反応課題だけでなく,弁別課題の学習も可能になってきている.さらに,自己鏡映
像認知を示唆する自己指向性反応の出現が3歳半あたりから頻出し始めた.これらは以下の研究者との
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